
　2013年10月7日、ホテルベルエア仙台において、
本技術領域とGRENE事業：グリーントライボ･イ
ノベーション･ネットワークの主催による国際シンポ
ジウムが開催されました。本技術領域では、研究
発表に合わせて、ポスター発表を行いました。領
域全体と、油潤滑、水潤滑、シミュレーションの3グ
ループのポスターには、海外からの招待講演者か
らも熱心な質問があり、本技術領域のメンバーに
とって有意義な時間となりました。また、翌日には、
NICHeの拠点見学も行われました。

GRENE & TIMT連携
国際シンポジウムを開催
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理解の場の提供を目的
に開催されているもの
です。特別展示の1つ
として東北発 素材技
術先導プロジェクトの
展示が行われ、本技術
領域からもポスターを
出展しました。

東北大学イノベーション
フェアに出展

東北発 素材技術先導プロジェクト

超低摩擦技術領域　

Newsletter

Ultra-low Friction Technology Area

メンバーと議論するN. D. Spencer 教授（ETH Zürich）

メンバーの説明を聞くJ. M. Martin教授（Ecole Centrale de Lyon）

会場風景

パネルを前に来場者とディスカッション

　2014年1月28日、仙台国際センターにおいて東
北大学イノベーションフェア2014が開催されまし
た。このイベントは、研究シーズと社会ニーズの
出会いの場の構築、研究開発成果の還元による
地域貢献･震災復興の実現、科学･技術の交流･
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超低摩擦研究への期待
　本プロジェクトが掲げる超低摩擦技術は、従前の取り組

みでは達成することができなかった技術領域であり、本プ

ロジェクトにおいて、参画企業と東北大学が連携する新た

な取り組みは、必ずや成果をもたらすものと期待するのと

同時に、その成果が東北復興はもとより、21世紀の日本の

産業発展の実現につながることを期待しています。

超低摩擦技術領域への期待
　地球温暖化抑制に向け、水を作動流体とする排熱発電

などの省エネ革新技術が数多く提案されていますが、摺動

部の潤滑が大きな課題の1つです。作動流体である水そ

のもので超低摩擦潤滑が実現できれば、大きな差別化と

なります。本プロジェクトの成果によるオイルフリー化は、

東北の材料・素材産業の活性化のみならず、新産業形成

に貢献すると期待しています。

株式会社デンソー
研究開発2部 開発設計室 基盤技術研究課長
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　大学時代は、工学部生産システム工学科の計算物性研究室

に所属し、分子動力学シミュレーションの動的可視化を行うた

めのプログラムの改良に取り組みました。

　入社後は、自動車部品をはじめとする種々の摺動部品に、低

摩擦性や異音防止効果などの機能性を付与するコーティング

剤の開発に携わってきました。本技術領域では、油潤滑下で

超低摩擦を発現するコーティングの設計指針を得ることをめざ

しています。

　こちらでは、参画企業の中でも、特に摩擦とかかわりの深い

機械設計や潤滑油のメーカーの研究者と意見交換しながら、

研究でき、また、専門の先生方に現場のやり方とは異なる目線

での解釈を教えていただく機会があり、多面的な視野に立って

研究ができるので、ありがたく思っています。

　一人暮らしは初めてで、炊事、洗濯などを自分でやらなけれ

ばなりませんが、それなりに楽しんでいます。今後も、使ったこ

とのない装置・設備や、専門の原理などさまざまなことを勉強

し、最大限吸収して、自分の幅を広げたいと考えています。

　会社では、外燃機関を用いた排熱回生システムを開発して

きました。このシステムは、捨てている熱からエネルギーを回

収して有効利用を可能にし、地球環境問題の解決に貢献する

ものです。

　本技術領域では、排熱回生システムの高効率化と低コスト

化をめざして、DLC膜を用いた水環境下での低摩擦・耐摩耗

技術を研究しています。DLC摩擦のプロフェッショナルになって

会社に戻り、今後の開発に活かしていければと思っています。

　こちらでは、先端の分析機器を利用でき、かつ、その機器のプ

ロとリアルタイムに議論できる上に、シミュレーション、ナノ計測、

トライボ、化学の各分野の第一人者の先生方と直接議論する機

会があり、さまざまな視点で現象をとらえることができるため、仮

説検証の確度が上がり、研究を効率よく進めることができます。

　日々勉強が必要ですし、企業の開発とは別の視点をもって

研究することも求められるので、たいへんな部分もありますが、

休日には仙台ならではのおいしいものを食べて、リフレッシュ

しています。

メンバー自己紹介

参画企業から
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摩擦実験室
　摩擦実験室は、本技術領域の拠点（青葉山キャンパ

スの未来科学技術共同研究センター［NICHe］）の5階

にあり、4台の摩擦試験機と試験片形状を観察するため

のデジタルマイクロスコープ１台が置かれています。

摩擦試験機は、金属を

はじめとする様々な材

料の試験片を用いて、

摩擦係数などの測定

を行える装置で、こす

れ合う材料と潤滑剤

を含めたシステムの

摩擦特性の評価に役

立ちます。

ナノ界面計測室
　片平キャンパスにある多元物質科学研究所材料・

物性総合研究棟には、本技術領域のサテライト拠点が

設けられています。このうち、ナノ界面計測室には、イン

プレーンＸ線回折装置が設置されています。この装置

は、薄膜試料にX線をいろいろな角度であててX線回折

を測定することができ、

回折データの角度依存

性から膜厚、最表面構

造などの情報が得られ

ます。薄膜だけでな

く、粉末や結晶の測定

も行える、万能型の装

置です。

　トライボロジーに関係の深い機械工学と化学とを例にとります
と、たとえば、機械屋が化学の問題に遭遇したとき、まず自分の
ディシプリン、機械工学の論理の中にその問題を位置づけて理解
しようとするでしょう。それは自然なことですが、そのような理解
はインターディシプリナリーな理解としては半分にすぎない。そ
れだけでは不十分で、化学屋はその問題をどのような論理の中に
位置づけ、どのように理解しているかを理解することが必要だと、
ぼくは思っているのです。
　たとえば、温度という概念を考えても、機械屋と化学屋の理解は
まったく違う。機械屋が考える温度とは、連続体の中の任意の位
置･任意の時間において一義的にきまる確定論的な量です。そ
れに対し化学屋にはそもそも連続体という概念がなく、熱エネル
ギーをもって動き回っている原子なり分子なりの、熱運動のエネ
ルギーの平均値を定める確率論的な量として温度を考えている
わけです。こういう違いを認識しておかないと、話が時々食い
違ってしまいます。
　機械工学と化学は一つの例ですが、同じ問題は材料科学な
ど他の関連するディシプリンとの間にも、さらには工学と理
学の間、自然科学と人文社会科学との間にも存在します。
インターディシプリナリーな領域を発展させるために
は、そのようなディシプリン相互の理解と、もう1つ、他
のディシプリンに対する敬意が必要だと、ぼくは考
えています。     （東京大学/香川大学　木村好次）

インターディシプリナリーな
理解について
　トライボロジーのプロジェクトが進行しているのは、長年この分
野に携わってきた一人としてとてもうれしく、ぜひ成功させていた
だきたいと願っています。
　摩擦、摩耗、潤滑などをおもな対象とするトライボロジーは、“イ
ンターディシプリナリー”な分野だといわれています。むずかしい
ことを言うと、ディシプリンという言葉は「訓練」を意味するラテン
語が語源で、現在の英語では「大学で教える科目」という意味が一
般的であるようです。研究者の間では「研究分野」の意味で使わ
れることが多く、心理学者ジャン･ピアジェの認識論によれば、「イ
ンターディシプリナリーとは関連する複数の分野の相互作用に
よってそれぞれの分野が発展したり新しい分野が誕生したりす
る、学問体系の発展の一段階」ということになります。
　トライボロジーは、機械工学、化学、材料科学などのディシプリ
ンの協力によって誕生した分野です。トライボロジーという言葉
ができてからでも半世紀近く経っていて、ピアジェの考えにしたが
えば、もう一段進んでそれらディシプリンの間の境界が消失した
“トランスディシプリナリー”な分野になってもよさそうに思います
が、なかなかそうも行かない。というのも、ディシプリンを異にす
る人たちの相互理解が、思いの外むずかしいのです。

摩擦試験機 インプレーンＸ線回折装置

超低摩擦エッセイ

実験室・設備紹介
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Topics

   奥が深い
   研究分野

　「トライボロジー」に遠い領域で企業研究を経験してきました

が、本プロジェクトに参画させていただき、トライボロジーの奥の

深さ、広さを実感しているところです。産学官融合のもと、新たな

取り組みの本プロジェクトが目標に向けて着実に進展するため

に、関係の皆さんと協力して取り組みたいと強く思っています。

日経産業新聞で紹介！
　2014年の年始に日経産業新聞が連載を開始した特集
「新クルマ城下町」の第一部で、トヨタ自動車東日本を中心
に、産官学の協働で東北地方に自動車の製造拠点が築か
れつつある現状が報告されました。その中の1月21日付
けの記事は東北大学とトヨタ自動車東日本の技術協力が
テーマで、本技術領域の研究が、他の自動車関連技術の研
究とともに取り上げられました。
　自動車のエネルギー損失の原因となるエンジン内の摩
擦低減に向け、栗原教授らが新たな技術を開発しているこ
とに対し、トヨタ自動車東日本の田ノ上直人常務執行役員
が「幅広く活用できる技術だ」と期待していることが紹介さ
れました。

異業種交流展示会に出展！
　2013年11月13－16日に、ポートメッセなごや（名古屋市国
際展示場）で開催されたメッセナゴヤ2013に出展しました。
メッセナゴヤは日本最大級の異業種交流展示会で、2013年
は800を超える企業や
団体が出展し、6万人
以上が来場しました。
本技術領域では、ポス
ター等を用いて、プロ
ジェクトの内容をさま
ざまな業種の企業に
紹介しました。

   円滑な事務で
   支援を

　本プロジェクトに参加して1年半になります。スタート時は、少な

い情報のもとでの業務で、何もかも手さぐり状態でしたが、皆様の

ご協力により、どうにかスムーズに事務処理ができるようになって

きたと思っています。これからも大学事務職員としての経験を生

かして、皆様のサポートができればと思います。

トピックス

関係者から一言
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事務マネージャー

阿部光郎
プロジェクトコーディネーター

（東北大学特任教授）
奥山和雄
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